
 

 

 

 

 

 

 

 

未来の長四小（前篇） 
校 長  吉 岡  学 

 ２月 22 日の「6 年生を送る会」には、たくさん参観に来ていただきありがとうございました。笑いあり、
感動ありで、とても温かい空気に包まれた長四小らしい
会を催せたと思います。6 年生を見る１～5 年生のまな
ざしが、とても優しく、憧れに満ち溢れていたように見
えたことを、あの会場にいた皆さんと共有できたと思っ
ています。そんな長四小っ子が育つ環境がいつまでも続
き、さらに発展していってほしいと願っているのは私だ
けではありません。保護者の皆様や地域の皆様はもちろ
ん、現在在籍している子どもたちもその思いを胸に持ち
続けています。私たち教員もそうあってほしいし、そう
あるように日々授業研究や様々なイベントに取り組ん
でいるところです。 
 そこでお時間をいただき「未来の長四小」について、
私の思うところをお伝えしたいと思います。いろいろな
分野に話が及びますので、今回と次回とに分けてお話し
させていただきます。少しお付き合いください。 
 「未来」といっても 100 年も 200 年も先の、だれも
確認することができない時代の話ではありません。何とか私もこの世に存在していると思われる 20 年くらい
先の話です。もしかしたら、現在通っている子たちが家族を持ち、その家庭の子が長四小に通っているかもし
れないくらいの先の話です。当然現在在籍している教員は皆転勤で異動していますし、保護者の皆様も PTA
の OB のはずです。そんな近未来の学校像のお話です。 
 いきなりですが、未来の長四小は、長岡京市の誇りになっていると思います。いつも子どもたちが穏やかで、
男女仲が良く、一緒に協力する姿が当たり前の光景が、今と変わらず普通にあるでしょう。 
 現在の長四小の研究テーマは、分かりやすく言うと「探究し続ける児童をどう育てるか」といってもいいと
思います。生活科と総合的な学習の時間で、学習指導要領に謳われている「主体的で対話的で深い学び」を追
究しているところです。長四小の研究会には、京都市内や他府県からも参加いただき、研究仲間が増えつつあ

ります。特に最近は、先進的な実践校が多い関東
の小学校とも連携をとりはじめ、長四小の研究に
大きな影響を与えてくれていることに間違いあり
ません。 
 実は、長四小の教員は、そういった先進校の校
内研究会や研究発表会、あるいは学会等にどんど
ん意欲的に参加しているのです。表立って、○○
県の○○小学校の研究発表会に参加してきました、
とは言いませんが、私が贔屓目に見ても、本校の
先生方の研究姿勢は、どこに出しても恥ずかしく
ありません。休日を返上して研究会(含 Zoom 等)
に参加している先生が何人もいます。 
 また、本校はよく授業研究会を実施しておりま

す。授業する学年や学級の児童だけ残し、教員全員で一人の授業者の研究授業を参観し、授業後に児童の成長
や授業の反省点などを振り返るのです（上写真）。子どもの下校時刻が不規則になり、保護者の皆様にはご迷
惑をおかけしていましたが、温かい目で見守っていただき大変感謝しているところです。私たち長四小教員だ
けでは、授業評価の視野が広がらないため、著名な大学の先生などをお呼びし、より高次な授業につながるた
めの示唆や助言等の講評を受けています。 
 長四小にこのような研究の風が十年、二十年吹き続けると、子どもたちは探究することが当たり前になり、
教員は研究することが当たり前になっているはずです。もっともっと多くの学校とつながり、実践の交流が行
われ、全国の実践校と先生方が行ったり来たりしている姿が思い浮かびます。「長四小の実践を見て見たい」
「長四小で働きたい」と思う教員が増えているとうれしいですね。【次号へ続く】 
 



 

 

 

 


